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研究成果の概要（和文）：本研究では、石炭火力発電の副産物であるフライアッシュの強度発現性能を表すセメ
ント有効係数（k値）について、早強ポルトランドセメントをベースとして再整理し、さらに養生環境の影響を
検討した。この結果、早強ポルトランドセメントを用いた配合におけるｋ値は、普通ポルトランドセメントの場
合よりも小さいこと、また蒸気養生を行った場合に小さくなるが、これは内部養生により補うことができる可能
性があることを示した。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to utilize fly ash for cementitious material in 
precast prestressed concrete, and the cementing efficiency factor of fly ash on the strength 
development of concrete using high-early-strength Portland cement (HPC) and the effect of curing 
condition on it were investigated. The results indicated that the k-values in HPC concrete were 
lower than that in ordinary Portland cement concrete. Additionally, it was found that the internal 
curing can solve the problem that the k-values under the steam curing condition cannot increase at 
later ages.

研究分野： コンクリート工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
石炭火力発電の副産物であるフライアッシュは良質なポゾランであるが、養生環境や配合条件に反応が影響を受
けること、また化学成分等品質が一定でないことから汎用されていない。本研究では、フライアッシュの強度発
現性能を表すセメント有効係数（k値）について、生産性向上において着目されているプレキャストプレストレ
ストコンクリートへの適用を念頭に、早強ポルトランドセメントをベースとして再整理した。さらに蒸気養生に
より低下する性能を内部養生により回復できる可能性を示し、これらの成果により高耐久コンクリートへのフラ
イアッシュ利用の促進が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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